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段階的にスタート！ 
 

笑顔あふれる学校生活に向けて、“笑顔”“傾聴”“承認” 
 

 
本日より、教育委員会の方針の下、子供たちの身体的・心理的な影響を踏まえて、段階

的に教育活動を再開してまいります。 

保護者の皆様におかれましては、この休校期間中には、多大なるご協力をいただき誠に

ありがとうございます。本校の休校中の対応においては、保護者の皆様が来校する形で、

課題や提出物のやり取りを行わせていただきました。大変短い時間ではありましたが、担

任との顔合わせも行わせていただきました。この機会がとても貴重で、おかげで、休校中

の子供たちの様々な生活の状況も知る場ともなりました。 

５月号（5/7発行）では、メールを活用した取組の中で、頑張っている子供たちの姿を

紹介させていただきましたが、子供たちのやる気を保ったり、生み出したりするご家庭の

ご苦労も把握することができました。 

特に、未学習の部分の学習については、低学年ほど、子供だけでの学習は大変難しいと

いうお声もいただきました。学校としても、子供だけが課題のプリントを見て自らできる

ものとは想定しておらず、ご家庭のできる範囲での支援に甘えさせていただきました。本

当に申し訳なく思いながらも、切にご協力いただけたことに感謝申し上げます。 

また、本校では、メール機能の「回答コメント」を活用し、休校中の子供たちの様子や

学習課題についてなど、保護者様のお考えや状況の把握に努めてまいりました。保護者の

方のこまめな回答を受け、学校に子供の姿はありませんでしたが、学校と子供たちが常に

つながっているという感覚を職員一同、維持できることができました。本当にありがとう

ございました。 

本日以降も、「健康観察カード」でのお子様の毎朝の健康状況の確認を始め、感染予防に

ついての学校生活について様々なご協力をいただきますが、ご理解とご支援をいただけれ

ば幸いです。 
 
さて、本日からの学校生活においては、子供たちにとって、休校中の時間が、学習習慣

や生活習慣に大きな影響を与えていることを大前提に進めてまいります。 

先週の準備登校からも、とっても緊張している様子を感じました。久々の登校なので、

当たり前かもしれません。手洗いをして、教室に入れば、地区別の登校で教室には空席が

約半数、今までにない学校生活が始まったので、不安な状況は当然です。 

だからこそ、子供たちの不安な状況を少しでも払拭できるように、私たち教員は、私た

ち自身が「笑顔」で迎え、子供一人一人の声に耳を傾け「傾聴」、一人一人の良さを認める

「承認」の３つを大事にしながら、子供たちの学校生活を支援していこうと思います。 

「命が一番！ 健康第一！」をモットーに安心した学校生活が送れるよう努力してまい

ります。 

             学校通信 

・・・地域と共に伸びる 笑顔あふれる柏原小学校・・・ 

 



お知らせとお願い 
 硬筆展   

  埼玉県では、この時期、毎年、硬筆展覧会を全県を挙げて実施しておりますが、今年度においては、

すべての展覧会が中止となりました。本校では、次年度のことも考慮し今年度予定していたお手本に

基づき、指導を行います。掲示については例年通り、全児童の作品を廊下掲示し、金賞シールを各ク

ラス６名に貼るのみの縮小した形で行わせていただく予定です。(７月中旬予定) 

 市内音楽会   

  ４年生を対象にした市内音楽会は、今年度も１１月に予定されていましたが、中止となりました。 

 給食再開にあたり   

  ２年生以上は、9 日(火)より、1 年生は１５日(月)より開始となります。給食センターから給食の

献立等、感染症予防の観点からの留意点が、次のように示されました。 

１ 通常４食器から、最大で３食器にして可能な限り品数を減らした。（具体的には主菜と具沢山汁物）  

２ 極力配膳作業を伴わない簡易な給食に心がけた。（パン食を従来の週１回から週２回に増）  

３ そんな中でも必要最低限の栄養価のバランスは担保した。  

４ 児童生徒の好評な献立を取り入れ、誰でも食べやすい給食にした。 

 ３密回避策「ノーチャイム」   

  時間割をもとに学校生活を送りますが、少しでも密集・密接を回避するために、しばらくの間は、

チャイムを鳴らさず、学級ごとに時間をずらして生活していきます。トイレや手洗いの時間をなるべ

くずらしていくようにしてまいります。 

 教師のフェイスガード使用   

  教師は、必要に応じて、フェイスガードを使用することがあります。 

 マスクについて   

学校生活の中で、マスクを外す場面があります。外した時にマスクを入れる袋や、落とした時や汚

れた時のための予備のマスクの準備をお願いします。また、それぞれに記名をお願いします。 

 水分補給について   

学校の水道水は、飲み水として安全ですが、水筒の持参を認めています。(中身は水・お茶類)これ

からの季節、特に、猛暑の日については、水筒では足りないことも考えられます。その場合、予備と

してのペットボトル飲料(中身は同様)の持参も可とします。マスク同様、必ず記名をお願いします。

取り間違いを防ぐために、「ふた」にも記名してください。 

なお、PTAより冷水器を購入していただき、４台体制となります。 

 保護者を含めた来校者への対応について   

来校者の確認をしております。職員玄関の受付で、来校及び帰校時刻の記入をお願いします。合わ

せて、マスクの着用もお願いします。 

 

救急救命処置研修 
～ASUKAモデルの事例や、新型コロナウイルスに応じた救急処置について～ 

 
例年、プール指導前に実施しているこの研修を５月２９日（金）に行いました。消防署より講師を

招いての研修はできませんが、借用した道具や資料、さらには体育主任が自作した PowerPoint 資料
を使い、実施訓練をしました。 
体育の授業だけではなく、休

み時間等でも、子供の体調不良
が予想されます。もしもの場合
のこの想定は、無いことが一番
いいことなのですが、命にかか
わるこの研修は、例年以上に重
要です。 

 


